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﹁
食
か
ら
見
る
日
本
と
世
界
﹂

講
演
会

四
月
十
七
日（
金
）に
、「
美
味
し
ん
ぼ
」の

作
者
で
あ
る
雁
屋
哲（
か
り
や 
て
つ
）さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
友
の
会
主
催（
教
養
学
部

附
属
教
養
教
育
開
発
機
構
共
催
）の
特
別
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

雁
屋
さ
ん
は
、
教
養
学
部
基
礎
科
学
科
の

卒
業
生
。「
美
味
し
ん
ぼ
」は
、
単
行
本
と
し

て
も
刊
行
さ
れ
、
累
計
一
億
冊
を
突
破
し
た

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。

現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
住
ま
い
の
雁

屋
さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り
に
駒
場
ま
で
お
出
で

に
な
り
、
東
京
の
街
や
日
本
人
の
生
活
意
識

の
変
容
に
驚
か
れ
た
様
子
で
す
。
自
分
の

「
食
」と
向
き
あ
う
こ
と
が
現
代
の
歴
史
や
世

界
に
目
を
開
く
こ
と
に
な
る
と
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
口
調
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
友
の
会
会
員
・
会
友
や
学
生

二
百
名
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
講
演
後
も
活

発
な
質
疑
と
サ
イ
ン
会
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の

懇
談
会

今
春
入
学
し
た
学
生
の
ご
父
母
と
教
養
学

部
長
と
の
懇
談
会
を
五
月
二
三
日（
土
）に
実

施
し
ま
し
た
。

駒
場
友
の
会
で
は
、毎
年
入
学
式
会
場（
日

本
武
道
館
）で
入
会
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
さ
れ
た
ご
父
母
の
方
々
に
大
学
の
様
子

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
こ
の
懇
談
会
を

開
催
し
、
今
年
で
四
回
目
と
な
り
ま
す（
な

お
、
今
年
度
の
新
入
生
ご
父
母
の
入
会
は

三
二
〇
名
、
懇
談
会
の
参
加
者
は
一
六
〇
名

で
し
た
）。

冒
頭
の
講
演
で
山
影
進
学
部
長
は
、
教
養

学
部
の
発
展
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
現
在
に

お
け
る
教
養
教
育
の
意
味
と
魅
力
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
参
加
者
は
大
い
に
興
味
を
そ

そ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
部
長
以
下
、
約
二
〇
名
の
教
員

が
、
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
の
グ
ル
ー
プ
を
引

率
し
て
、
図
書
館
、
講
義
棟
、
課
外
活
動
施

設（
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
北

館
等
）、
食
堂
・
購
買
部
、
博
物
館
、
教
員

研
究
室
等
に
ご
案
内
し
ま
し
た（
左
上
の
写

真
は
永
田
敬
教
授
）。
一
号
館
時
計
台
に
登

る
ツ
ア
ー
は
と
く
に
好
評
で
し
た
。

今
年
の
懇
談
会
に
際
し
て
、
ご
父
母
の
皆

さ
ま
よ
り
、
計
五
二
万
五
千
円
の
ご
寄
付
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
生

向
け
の
図
書
の
購
入
に
充
て
ま
し
た
。『
カ
ー

ク
・
オ
ス
マ
ー 

化
学
技
術
・
環
境
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』な
ど
一
七
七
点
が
駒
場
図
書
館
で

利
用
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
図
書

に
は
、
左
の
よ
う
な
寄
贈
印
が
押
さ
れ
て
い

ま
す
。
改
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
七
回
演
奏
会

駒
場
友
の
会
総
会
当
日（
五
月
三
〇
日
）に
、

高
雄
有
希
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を

九
〇
〇
番
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
高
雄
さ

ん
は
、
十
八
歳
の
若
さ
で
第
六
回
シ
ド
ニ
ー

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
二
位（
一
九
九
五

年
）に
輝
き
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る
国
際
的
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
す
。
四
年
前
に
教
養
学
部
文
科
三
類
に

入
学
し
、
現
在
は
人
文
社
会
系
研
究
科
の
大

学
院
生
と
し
て
イ
タ
リ
ア
文
学
を
専
攻
。
こ

れ
ま
で
に
駒
場
友
の
会
の
演
奏
会
に
二
回
出

演
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
好
評
を
博
し

て
い
た
の
で
、
今
回
は
多
く
の
高
雄
フ
ァ
ン

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、（
株
）松
尾
楽
器
商

会
の
ご
協
力
を
得
て
、
九
〇
〇
番
教
室
に
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
・
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
を
運
び
込
ん
で
の
演
奏
会
と
な

り
ま
し
た
。
予
想
ど
お
り
、
会
場
は
あ
っ
と

い
う
間
に
五
百
名
近
い
来
場
者
で
埋
ま
り
、

開
演
前
か
ら
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

会
報
第
13
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高
雄
さ
ん
は
、
バ
ッ
ハ
の
平
均
律
ク
ラ

ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
、
バ
ッ
ハ
作
曲
・
リ
ス
ト
編

曲
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
前
奏
曲
と

フ
ー
ガ
、
シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン
、
リ
ス

ト
の
超
絶
技
巧
練
習
曲
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の「
夜

の
ガ
ス
パ
ー
ル
」な
ど
全
八
曲
を
熱
演
、
さ

ら
に
、鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
応
え
て
、シ
ョ

パ
ン
の
ワ
ル
ツ
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の「
赤
ず

き
ん
ち
ゃ
ん
と
狼
」、
シ
ョ
パ
ン
の
前
奏
曲

集
か
ら「
雨
だ
れ
」を
演
奏
し
、
聴
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

恒
例
の
東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
八
月
七
日（
金
）に
駒
場
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
駒
場
友
の
会
は
、
高
校
生
に
同
伴

の
ご
父
母
を
対
象
に
大
学
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。

兵
頭
俊
夫
教
授
と
遠
藤
泰
樹
教
授
が
東
京

大
学
の
教
育
の
目
的
や
現
状
に
つ
い
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
説
明
し
、
質
疑
を

交
わ
し
ま
し
た
。
一
五
〇
名
定
員
の
会
場
は

満
員
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

第
六
回
総
会
報
告

駒
場
友
の
会
第
六
回
総
会
を
、
五
月
三
〇

日（
土
）に
教
養
学
部
一
二
一
四
教
室
で
開
催

し
ま
し
た
。
十
七
時
よ
り
十
八
時
ま
で
。

総
会
は
毛
利
秀
雄
会
長
の
挨
拶（
下
の
写

真
）で
始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
来
賓

と
し
て
、
一
高
同
窓
会
、
東
京
高
校
同
窓
会

よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。　

以
下
、
総
会
の
式
次
第
に
従
い
、
議
事
の

内
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
す
べ
て
、
提
案

の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
議
事
の
詳

細
は
、
駒
場
友
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.c.u-tokyo.ac.jp/ilovekom

aba/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
下

さ
い
。

（
一
）二
〇
〇
八
年
度
事
業
報
告

瀧
田
佳
子
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月

十
七
日
）／
第
五
回
演
奏
会「
混
声
合
唱
の
楽

し
み
」（
五
月
二
四
日
）／
教
養
学
部
説
明

会
：
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
行
事（
八
月
一

日
）／「
南
米
の
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
：
レ
ク

チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」（
十
一
月
一
日
）／

駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る
講
演
会
と
イ
ベ
ン

ト
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
行
事（
十
一
月

十
五
日
）／「
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
夕

べ
：
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
立
大
学
」（
三

月
七
日
）

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

駒
場
友
の
会
会
報
は
十
一
号
を
九
月
に
、

十
二
号
を
三
月
に
発
行
。

③
会
員
・
会
友
数

二
〇
〇
九
年
三
月
末
日
現
在
の
会
員
・
会
友

数
は
次
の
通
り
。
終
身
会
員
六
七
名
、
会
員

四
三
四
名
、
会
友
一
、四
一
九
名
。
一
高
同

窓
会
員
一
八
五
名
、
東
高
同
窓
会
員
一
一
六

名
。
計
二
、二
二
一
名
。

（
二
）二
〇
〇
八
年
度
決
算

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
決
算
報
告（
別
表
参

照
）が
あ
り
、
佐
藤
紀
志
雄
監
事
よ
り
収
支

決
算
報
告
書
が
適
切
で
あ
る
旨
、
監
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。　

（
三
）二
〇
〇
九
年
度
事
業
計
画

瀧
田
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

雁
屋
哲
特
別
講
演
会（
四
月
十
七
日
）／
新
入

生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月
二
三

日
）／
第
七
回
演
奏
会
：
高
雄
有
希
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル（
五
月
三
〇

日
）／
教
養
学
部
説
明
会
：
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
行
事（
八
月
七
日
）／
南
米
音
楽
の
演

奏
会（
十
月
二
三
日
）／
駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ

る
講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
行
事（
十
一
月
十
四
日
）

②
会
報
の
発
行

駒
場
友
の
会
会
報
は
十
三
号
を
九
月
に
、

十
四
号
を
三
月
に
発
行
予
定
。

（
四
）二
〇
〇
九
年
度
予
算
案

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
五
）役
員
の
交
代

理
事
・
監
事
の
一
部
が
以
下
の
よ
う
に
交
代

し
ま
し
た
。
○
理
事
：
桂
利
行
↓
大
島
利
雄
、

小
島
憲
道
↓
山
影
進　

○
監
事
：
木
畑
洋
一

↓
小
島
憲
道
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（
六
）会
長
よ
り「
一
高
同
窓
会
担
当
専
門

委
員
会（
委
員
長
は
竹
田
晃
副
会
長
）」の
設

置
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
本
間
長

世
前
会
長
を
本
会
の「
名
誉
会
長
」と
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
の
後
、
す
べ
て
の
議

事
を
終
了
し
ま
し
た
。

矢
内
原
忠
雄
先
生
と

教
養
学
部
の
構
想川

西　

進

個
人
的
な
想
い
出
か
ら
始
め
る
の
を
許
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
矢
内
原
先
生（
左
写
真
）

は
、
私
に
と
り
、
幼
い
時
か
ら
、
敬
し
て
拝

す
べ
き
先
生
だ
っ
た
。
そ
れ
は
先
生
を
学
生

時
代
か
ら
知
っ
て
い
る
親
か
ら
聞
く
話
で
想

像
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て
先
生
に

お
会
い
し
た
時
の
強
い
印
象
で
定
着
し
た
。

一
九
四
三
年
二
月
、
理
学
部
学
生
だ
っ
た
九

歳
上
の
兄
が
急
死
し
、
そ
の
葬
式
、
埋
骨
な

ど
一
切
を
先
生
が
司
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
兄

は
、
旧
制
一
高
に
入
学
し
寮
生
活
に
入
る
と

間
も
な
く
、
先
生
が
東
大
を
追
わ
れ
た
翌
月

か
ら
刊
行
さ
れ
た
月
刊
個
人
雑
誌『
嘉
信
』を

購
読
、
翌
年
の
秋
か
ら
は
先
生
の
家
で
の
毎

日
曜
の
聖
書
集
会
に
出
席
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
て
い
た
。
若
い
弟
子
を
天
に
送
っ
た
先
生

は
、
長
子
に
先
立
た
れ
悲
嘆
に
暮
れ
る
両
親

と
共
に
悲
し
み
、
祈
り
、
遂
に
は
確
か
な
希

望
と
喜
悦
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
五
年
生

の
私
は
、
そ
れ
を
は
た
か
ら
見
る
だ
け
で
、

ど
の
よ
う
な
心
の
働
き
に
よ
る
の
か
は
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
先
生
が
、
親
に
と
り
、
家

族
全
体
に
と
り
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
、

こ
れ
か
ら
先
も
、
私
共
を
助
け
導
い
て
く
だ

さ
る
方
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
二
年
後
に
戦
争
は
終
わ
り
、
先
生
は

東
大
に
復
帰
さ
れ
、
家
庭
で
の
集
会
を
閉
じ
、

翌
一
九
四
六
年
の
三
月
か
ら
御
自
宅
近
く
の

今
井
館
で
、
毎
日
曜
、
公
開
聖
書
講
義
を
行

わ
れ
た
。
私
も
そ
の
翌
々
年
頃
か
ら
出
席
し
、

エ
レ
ミ
ア
書
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
な
ど
を

学
ん
だ
。先
生
の「
講
義
」は
、教
会
の「
説
教
」

と
い
う
よ
り
学
校
の
授
業
に
近
か
っ
た
。
人

間
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
説
か
れ
た
が
、
そ

れ
は
聖
書
の
登
場
人
物
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
学
問
的
に
考
察
し
、
そ
の
人
の
立
場
に

身
を
置
い
た
上
で
の
お
話
だ
っ
た
。
聖
書
学
、

神
学
の
専
門
領
域
に
入
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
聖
書
の
文
学
と
し
て
の
迫
力
、

美
し
さ
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

だ
っ
た
。

こ
れ
は
大
学
の
古
典
講
読
の
授
業
に
通
じ

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
東
大
を
追

わ
れ
て
一
年
余
り
後
、
聖
書
集
会
と
同
様
、

御
自
宅
で
始
め
ら
れ
た「
土
曜
学
校
」講
義
も

同
じ
だ
っ
た
。
講
義
は
二
部
に
分
か
れ
、
毎

週
土
曜
日
午
後
の
前
半
の
第
一
部
は
人
文
系

の
世
界
の
古
典
が
、
後
半
の
第
二
部
は
先
生

の
御
専
門
の
経
済
学
関
係
の
名
著
が
テ
キ
ス

ト
に
選
ば
れ
た
。
第
一
部
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ

ス
の『
告
白
』に
始
ま
り
、『
神
の
国
』な
ど
を

経
て
、
一
九
四
二
年
四
月
、
最
初
の
米
機
東

京
来
襲
が
あ
っ
た
日
に
ダ
ン
テ
の『
神
曲
』が

読
み
始
め
ら
れ
、
そ
れ
が
三
年
後
に
終
わ
る

と
、
夜
間
大
空
襲
の
続
く
一
九
四
五
年
五
月

か
ら
ミ
ル
ト
ン
の『
楽
園
喪
失
』と
な
り
、
終

戦
後
の
四
七
年
五
月
の
読
了
と
共
に「
土
曜

学
校
」は
閉
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
講
義
は
、

岩
波
版
の『
全
集
』に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
速
記
録
が
後
に
全
十
巻
に
編
集
さ

れ
、
み
す
ず
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
平
川

祐
弘
兄
が
同
書
五
―
七
巻
収
録
の『
神
曲
』の

書
評
で
述
べ
た
よ
う
に
、
先
生
の「
下
調
べ

は
綿
密
…
…
知
的
感
受
性
は
鋭
く
…
…
数
多

の
小
専
門
家
の
学
術
研
究
以
上
に
聞
く
べ
き

こ
と
の
多
い
」も
の
だ
っ
た
。
先
生
の
教
養

学
部
、
教
養
学
科
の
理
念
も
、
こ
の
よ
う
に

聖
書
と
古
典
を
読
ん
で
居
ら
れ
る
う
ち
に
、

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
生
は
終
戦
の
年
の
十
一
月
末
か
ら
東
大

経
済
学
部
の
教
壇
に
戻
ら
れ
、
新
制
大
学
の

発
足
と
共
に
教
養
学
部
、
教
養
学
科
の
創
設

に
当
た
ら
れ
た
。
私
共
は
幸
い
に
も
そ
の
第

一
回
生
と
し
て
卒
業
し
、
総
長
と
な
ら
れ
た

先
生
か
ら
、
次
の
よ
う
な
忘
れ
難
い「
は
な

む
け
の
辞
」を
頂
い
た
。「
教
養
学
士
と
い
う

称
号
を
も
つ
卒
業
生
を
出
す
も
の
は
、
東
京

大
学
が
最
初
且
つ
唯
一
で
あ
る
」。
こ
の
卒

業
生
を
育
成
し
た
教
養
学
科
は「
進
駐
軍
の

示
唆
に
よ
っ
た
の
で
も
な
く
、
既
存
の
学
部

の
一
部
で
あ
っ
た
学
科
の
分
離
で
も
な
く
、

内
外
い
ず
れ
の
大
学
の
制
度
の
模
倣
で
も
な

く
、
ま
っ
た
く
新
制
東
京
大
学
の
独
創
的
な

構
想
に
よ
る
も
の
」で
あ
る
、
と
。

こ
の「
構
想
」の
発
端
を
辿
れ
ば
、
先
生
御

自
身
の
師
で
あ
る
二
人
、
内
村
鑑
三
と
新
渡

戸
稲
造
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
で

は
二
人
の
師
は
ど
こ
で
そ
の
理
念
を
得
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
矢
内
原
先
生
御
自

身
が
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
教
養
学
部
長
に

な
ら
れ
た
年
の
夏
、
北
海
道
大
学
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
主
催
の
講
演
会
で「
新
制
大
学
の
理
想
と

札
幌
農
学
校
」と
題
し
て
話
さ
れ
た
。
こ
れ

は
残
念
な
が
ら『
全
集
』に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
が
、『
嘉
信
』の
同
年
九
月
号
で
、
先
生
は

次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。「
聴
衆
は
北
大

教
養
部
の
新
入
生
百
名
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
最
前
列
の
中
央
に
、
宮
部
老
博
士
が

坐
っ
て
居
ら
れ
た
。
私
は
新
制
大
学
の
理
想

が
札
幌
農
学
校
の
精
神
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と

を
話
し
、
そ
の
生
き
た
証
人
と
し
て
宮
部
先

生
が
こ
こ
に
あ
ら
れ
る
こ
と
を
語
っ
た
」と
。

「
宮
部
老
博
士
」と
は
内
村
、
新
渡
戸
と
同
じ

農
学
校
の
二
回
生
で
あ
り
、
植
物
学
の
宮
部

金
吾
北
大
名
誉
教
授
で
あ
る
。「
農
学
校
の

精
神
」と
い
え
ば
、同
校
初
代
の
校
長
Ｗ
・
Ｓ
・

ク
ラ
ー
ク
が
持
参
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

の
理
念
、
そ
の
母
胎
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
ま
で
思
い

が
及
ぶ
が
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
論
じ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
大
学
名
誉
教
授
）

お
知
ら
せ

駒
場
友
の
会
の
会
員（
終
身
会
員
と
通
常

会
員
）が
東
大
生
協
に
加
入
す
る
資
格
が
認

め
ら
れ
ま
し
た（
会
員
の
み
の
特
典
で
す
）。

詳
細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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知
性
と
こ
こ
ろ

遠
山
敦
子

去
る
五
月
三
〇
日
、
今
年
度
の
駒
場
友
の

会
総
会
が
開
か
れ
た
。
実
は
そ
の
日
が
、
駒

場
に
教
養
学
部
が
発
足
し
て
か
ら
丁
度
六
〇

周
年
の
記
念
日
に
あ
た
る
と
は
、
意
義
深
い

め
ぐ
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
で
展
開
さ
れ
る
大
学
一
、二
年
生
に
対
す

る
本
格
的
な
教
養
教
育
は
、
い
ま
や
日
本
の

大
学
で
唯
一
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
日
本
の

未
来
を
託
せ
る
若
者
た
ち
自
身
に
と
っ
て
も
、

日
本
の
未
来
に
と
っ
て
も
誠
に
貴
重
な
教
育

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
、
私
は
た
ま
た
ま
美
術
館（
駒
場

博
物
館
）を
訪
れ
、
教
養
学
部
の
創
設
者
で

あ
る
矢
内
原
忠
雄
先
生
の
特
別
展
を
拝
見
し

た
。
同
展
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
高
い
理
想

を
掲
げ
て
駒
場
の
仕
組
み
を
作
ら
れ
た
偉
大

な
学
者
の
人
生
と
信
念
の
軌
跡
を
物
語
る
貴

重
な
展
示
内
容
で
あ
っ
た
。
私
も
か
つ
て
一

夏
、
山
中
湖
で
の
聖
書
研
究
会
に
列
し
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
清
冽
な
生
き
ざ
ま
に
感
銘

を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
の
理
想
は
、

今
や
現
実
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

偶
然
に
も
昨
年
は
、
私
が
駒
場
へ
入
学
し

て
か
ら
五
〇
年
目
に
あ
た
り
、
こ
の
春
に
は

当
時
の
ク
ラ
ス
仲
間
で
文
集
を
作
り
、
ま
た

会
合
を
も
っ
た
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
駒
場
で
の
授
業
や
教
官
た
ち
の
思
い
出

を
綴
り
、
語
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
駒

場
で
の
教
養
教
育
の
手
応
え
が
希
薄
で
あ
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
こ
で
得
た
も
の
が

一
人
ひ
と
り
の
生
き
ざ
ま
に
深
く
沈
潜
し
て

い
る
か
ら
か
、
測
り
か
ね
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
六
〇
年
間
、
大
学
は
大
学
紛
争
を
は

じ
め
大
き
な
試
練
に
出
合
い
、
時
代
の
変
化

も
あ
り
様
々
な
改
善
の
道
を
辿
っ
て
き
た
と

思
う
が
、
駒
場
で
の
一
つ
の
大
き
な
転
機
は

一
九
九
〇
年
代
の
前
半
で
あ
っ
た
ろ
う
。

八
〇
年
代
の
終
わ
り
に
大
所
高
所
か
ら
大
学

の
在
り
方
を
論
ず
る
大
学
審
議
会
が
文
部
省

に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
時
、
私
は
担
当
課
長

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
学
設
置
基
準
の
大

綱
化
な
ど
累
次
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。
そ
ん

な
折
、
各
大
学
で
教
養
部
が
解
消
さ
れ
て
い

く
中
、
東
京
大
学
教
養
学
部
は
自
ら
抜
本
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
英
語
教
育
の
改
善

な
ど
、
画
期
的
な
教
育
の
充
実
策
に
着
手
さ

れ
た
。
私
は
高
等
教
育
局
長
と
し
て
大
い
に

力
強
く
受
け
止
め
、
敬
意
を
表
し
た
次
第
で

あ
る
。『
知
の
技
法
』な
ど
の
名
著
が
一
世
を

風
靡
し
、
各
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
の
取

り
組
み
に
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
二
一
世
紀
の
は
じ
め
、
思
い
が
け

ず
大
臣
と
し
て
、
当
時
構
造
改
革
の
嵐
が
吹

き
す
さ
ぶ
中
、
国
立
大
学
を
安
易
な
民
営
化

論
か
ら
守
り
、
か
つ
、
よ
り
自
主
的
自
律
的

に
運
営
で
き
る
よ
う
本
来
あ
る
べ
き
国
立
大

学
法
人
へ
の
道
を
拓
く
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
っ
た
。
知
の
世
紀
を
に
な
う
大
学
の
基

盤
を
崩
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
が
判
断

の
根
底
に
あ
っ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
法
人
化
で
大
学
運
営
の
自
在

さ
が
増
し
た
故
か
、
最
近
の
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
の
充
実
ぶ
り
は
、
特
記
に
値
す
る
。

も
と
も
と
緑
に
恵
ま
れ
、
季
節
ご
と
に
豊
か

な
樹
木
の
奏
で
る
美
し
さ
は
格
別
で
あ
る
が
、

最
近
、
駒
場
池
の
整
備
も
す
す
み
、
西
端
の

小
さ
な
湧
水
も
せ
せ
ら
ぎ
を
つ
く
り
、
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
や
図
書
館
、
学
生
た
ち
が

楽
し
げ
に
集
う
建
物
な
ど
も
立
ち
、
ま
こ
と

に
恵
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
と
な
っ
た
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
今
や
学
び
と
思
索
の

た
め
の
物
的
な
舞
台
は
十
分
整
っ
た
。
次
は

教
養
教
育
の
質
の
充
実
で
あ
る
。

私
は
、
是
非
と
も
こ
こ
で
学
ん
だ
学
生
た

ち
が
、
真
の
知
性
へ
の
憧
憬
と
そ
の
獲
得
へ

の
努
力
と
意
欲
、
そ
し
て
、
あ
の
矢
内
原
総

長
が
目
指
さ
れ
た
精
神
の
練
磨
、
つ
ま
り
人

と
し
て
品
格
あ
る
こ
こ
ろ
を
自
ら
の
中
に

培
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
知
性
と
と
も
に
、

自
ら
を
律
し
他
者
や
社
会
に
貢
献
す
る
こ
こ

ろ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
教
養
あ
る
人
格

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
東
京
大
学
に
は
、
そ

の
よ
う
な
人
格
を
世
に
送
り
出
す
責
務
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
は
、
導
き
手
で
あ
る
教
員
の
皆
さ

ん
が
日
々
の
授
業
や
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
折
々
に
生
き
方
のD

ignity

と
い
う

べ
き
も
の
を
垣
間
見
せ
て
頂
き
た
い
。
今
や

学
生
た
ち
の
価
値
観
も
変
わ
り
、
駒
場
で
の

青
春
の
日
々
を
謳
歌
す
る
若
者
へ
の
訴
え
は

容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
鋭
敏
な

心
と
す
ぐ
れ
た
才
能
を
も
つ
若
者
た
ち
は
多

く
、
彼
ら
に
真
剣
に
訴
え
る
な
ら
ば
、
必
ず

や
深
く
刻
印
を
残
す
と
思
う
。
大
学
側
の
そ

ん
な
意
図
が
応
援
で
き
る
な
ら
ば
、
駒
場
友

の
会
は
喜
ん
で
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
元
文
部
科
学
大
臣
、
新
国
立
劇
場
運
営

財
団
理
事
長
、
駒
場
友
の
会
副
会
長
）
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